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ゴールデンウィーク、有意義な時間を過ごされたでしょうか。学校では、家族でのんびり

過ごした話や社会体育を頑張った話などを聞くことができました。それぞれにエネルギーチ

ャージができたと思いますので、これからの「やさしい顔・やさしい声・やさしい行動」に

期待したいと思います。 

「しあわせのバケツ」を幸せで満タンに！ 

５月２日（金）の全校朝会では、絵本『しあわせのバケ

ツ』（キャロル・マックラウド作、デヴィッド・メッシング

絵、TOブックス出版）を読みました。みんなにぜひ聞いてほ

しい話、みんなにぜひ大切にしてほしい話として読みました。

絵本の中には、「バケツを幸せでいっぱいにする人は、優しい

言葉を言えて、よい行いができる心優しい人。」「誰かを傷つ

けて、その誰かのバケツを空っぽにすれば、自分のバケツも空

っぽになってしまう。」という言葉が出てきます。伊万里小の

子どもたちが、毎朝、「今日も誰かの『しあわせのバケツ』をいっぱいにしよう」という気

持ちをもってくれたらいいなと思いますし、一日の終わりには、「今日は、誰かのバケツを

幸せでいっぱいにできたかな？」と振り返ってくれたらと思っています。 

授業参観・育友会総会への参加 ありがとうございました！ 

４月２５日（金）に行いました授業参観、育友会総会、学年懇談会には、多くの保護者の

方々にご参加いただきました。お仕事等の都合をつけてご来校いただきありがとうございま

した。授業参観では、子どもたちの元気な様子をご覧いただけたものと思っています。子ど

もたちは緊張しながらも、保護者の皆さんの視線に応えようと張り切っているようでした。

親子一緒になって活動したり考えたりする授業もあり、にこやかな表情もたくさん見ること

ができました。育友会総会では、昨年度の業務、決算報告とともに、今年度の役員や業務計

画、予算などについて審議され、承認をいただきました。中村会長を中心として“子どもた

ちのために”有意義な育友会活動ができますようご協力をお願いいたします。学年懇談会に

おいては、それぞれの学年・学級の様子や指導の重点、学校行事などについての話があった

と思います。子どもたちのよりよい成長のために、保護者の皆さんと連携を図りながら指導

や支援に当たりたいと思っている担任（学年担当）ばかりです。これから先、担任（学年担

当）と積極的にコミュニケーションを図っていただければ幸いです。 

次回の授業参観は、６月２６日（木）午後に予定しています。 

３年生が「町たんけん」に行きました！ 

５月７日（水）の午前、３年生が「町たんけん」に行

きました。「町たんけん」は、３年生から初めて始まった

社会科の学習の一つです。いつも行っている場所でも、違

った見方でみてみると、様々な発見があります。机の上の

学習も大切ですが、実際にみて、感じて、学んだことは、

とても記憶に残ります。ぜひ、今回学んだことを今後の学

習に活かしてほしいと思います。 

３年生町たんけん 

 


